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ｲﾉﾝ GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ  
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 
 
ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ ｼﾘｰｽﾞは､ﾏﾙﾁｺｰﾄを施した光学ｶﾞﾗｽを採用し､画面周辺部でも高画質である事はもちろん､ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄを

排除し､高ｺﾝﾄﾗｽﾄで切れのよい画像を実現する高品質ﾎﾟｰﾄです｡ 
 
 
 
 
 
製品内訳 : ・ GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ本体  ①  ×1 

・ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ  ②  ×1 

・ 止めﾈｼﾞ   ×5 

(取付用の 4本の他､予備が 1本付属します) 

・ 六角ﾚﾝﾁ   ×1 

・ ｲﾉﾝｸﾞﾘｽ   ×1 

・ 使用説明書(本書)  ×1 

 

 

 

 

 

 

対応ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ : ・ ｲﾉﾝ X-2 for GX7MK3 

 
 
対応ﾚﾝｽﾞ : ・ LUMIX G FISHEYE 8mm / F3.5 (*1) 
 

(*1)ﾌｫｰｶｽ操作は､ｵｰﾄﾌｫｰｶｽ(AF)のみとなります｡ 
 

 

取り付け方法 : ・ ｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ本体｣を直接ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます｡浸水事故の原因となりますので､ﾎﾟｰﾄのＯﾘﾝｸﾞ/Ｏﾘﾝｸﾞが

入っている溝､及び､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ側のＯﾘﾝｸﾞが圧着する面に､ごみ/傷等が無い事をよく確認して下さい｡｢GX ﾄﾞｰ

ﾑﾎﾟｰﾄ本体｣を時計方向にゆっくり回しながら､｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ本体｣がﾊｳｼﾞﾝｸﾞのﾎﾟｰﾄ押え先端に当たり､止ま

るところまでねじ込みます｡速く回すと､Ｏﾘﾝｸﾞを損傷する可能性があります｡強く締めすぎると｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟ

ｰﾄ本体｣が取れなくなってしまいますので注意ください｡ 

・ ｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ｣を使用する場合には､この時点でﾎﾟｰﾄ本体へ取り付けます｡ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄを防ぐだけでなく､｢GX ﾄﾞｰ

ﾑﾎﾟｰﾄ本体｣を取り付けたﾊｳｼﾞﾝｸﾞを安定して置く事が出来る様になる為､ご使用を強くお勧めします｡GX ﾄﾞ

ｰﾑﾎﾟｰﾄをﾎﾞﾃﾞｨにｾｯﾃｨﾝｸﾞした後､｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ｣の大きいつばが上下になるよう､｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ本体｣の上に置き

ます｡次に､ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ左右の小さいつばを指で押し､｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ本体｣の溝と完全に合うよう､落とし込みま

す｡最後に､付属の六角ﾚﾝﾁで４個の止めﾈｼﾞを均等に締め､固定します｡一部だけが締め付けられた状態を

作らない様に注意しながら均等に締め付けて下さい｡締めすぎると､｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ｣の割れ･変形の原因となり

ます｡ご注意下さい｡ 

 

・ “ﾚﾝｽﾞ”をｾｯﾄしたｶﾒﾗを､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます｡ ｶﾒﾗのﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの取り付け方法の詳細につきましては､

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

 

 

使用前検査 : ・ 本製品/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞをご使用になる前には､組立が正しい手順で行われ､本製品とﾊｳｼﾞﾝｸﾞとの間が確実に防水

されている事を確認する為､必ず､清浄な真水(30°以下)を満たした風呂等に､組み立てた本製品/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

を沈めて静置し､両者の間に浸水が無い事を確認して下さい｡ 

使用前検査の詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 
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取り外し方法 : ･ 前記の取り付け方と逆の手順にて､(使用している場合には)先ず｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ｣を取り外してから､｢GX ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰ

ﾄ本体｣の取り外しを行って下さい｡ 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞから取り外さずにそのまま､真水中(30℃以下)に数時間静置して塩分等をよく取り除

いて下さい｡詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

・ ｴｱｶﾞﾝ等で水滴を吹き飛ばし､直射日光の当たらない､風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾

燥には数日掛かります)｡ﾚﾝｽﾞ面に水滴を残したまま放置すると､ｼﾐ/ﾔｹ等の原因となります｡ご注意下さい｡ 

 

使用上の注意 : ・ ﾎﾞｰﾄなどの激しい振動や大きな衝撃を与えないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ 砂浜や船のﾃﾞｯｷ上など､強い直射日光の当たる場所や､炎天下の自動車内など､高温となる場所に放置しな

いで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ ご使用による衝撃やｷｽﾞが原因で､ﾚﾝｽﾞ部分の強度が低下する(＝耐圧水深が浅くなる)場合がありますので､

本製品の取り扱いには十分ご注意頂き､必ず実用耐水深以内でご使用下さい｡ 

・ ご使用前の水漏れ検査､ご使用条件､ご使用後のﾒﾝﾃﾅﾝｽ､及び防水機能のﾒﾝﾃﾅﾝｽ等は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の取扱説

明書に準じます｡ 

 

 

 

ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄｶﾊﾞｰ S    \3,000-(税抜) 

ｳｴｯﾄｽｰﾂと同じﾈｵﾌﾟﾚｰﾝｺﾞﾑ製の､水中使用可能なｶﾊﾞｰです｡生地自体にｸｯｼｮﾝ性があるの

で持ち運び時､ﾚﾝｽﾞを保護することができます｡持ち運びや着脱の際､凸状のﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞを

保護する為､ご使用の直前まで当ｶﾊﾞｰを装着しておく事をお勧めします｡ 

 

 

・ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ [保守部品]    \1,800-(税抜) 

ﾎﾟｰﾄ前面のﾚﾝｽﾞに意図せず岩などが接触する事などを防ぐだけでなく､ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄの原因と

なる､露光に必要ない光を遮光してｸﾘｱな画像を実現します｡また､ﾎﾟｰﾄﾚﾝｽﾞ面を下にしてﾊｳ

ｼﾞﾝｸﾞを安定よく置く事ができる様になり､ｶﾒﾗｾｯﾃｨﾝｸﾞ時などにも利便性が高いので､可能な

限り本ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄとの併用をお勧めします｡ 

 
・ GX ﾎﾟｰﾄ用Ｏﾘﾝｸﾞ [保守部品]   \1,000-(税抜) 

ﾎﾟｰﾄまたはEXT.ﾘﾝｸﾞと､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ押えとの合わせ面に使用する､交換用Ｏﾘﾝｸﾞです｡含油

ﾀｲﾌﾟのｲﾉﾝ黄色｡ 

 

・ ｲﾉﾝｸﾞﾘｽ      \500-(税抜) 
含油ﾀｲﾌﾟのｲﾉﾝ黄色Ｏﾘﾝｸﾞ専用ｸﾞﾘｽです｡ 
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